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図7 ローマ大学建築学部の前

　　　議論 　　で記念写真

図5 日本、イタリア、中国からの学生で

山代　悟(建築学科)、松下
希和(建築・環境課程建築
コース)

図1 計画対象エリアへの訪問

ヨーロッパでも屈指の歴史をもつローマ大学建築学部との合同プログラム。2026年度はローマで実施した。提案対象敷地は、ローマの中心部と周縁部のあいだを
周回する環状道路の一部「Tangentiale Est（東環状線）」である。高架高速道路という世界共通のインフラと、ローマならではの市街地とのあいだを、新たな公共空
間として生まれ変わらせる提案が求められた。提案作成のワークショップとあわせて、古代ローマから現代に至る社会と建築の変遷を理解するための見学も数多
く行うことができ、充実したプログラムとなった。											
											
											

図2 ローマ古代から現代への流れを 図3 バロック建築の名作も体験 図4 ガイダンスは映画館で

2026年09月15日
～2026年09月25日

イタリア ローマ大学サピエンツァ

・建築学科、環境システム学
科、建築学専攻
・学部2年生、学部3年生、学
部4年生、修士1年生

（芝浦工業大学）
学生21名、 学生バイト2名、
教員2名
（ローマ大学サピエンツァ）
学生10名、 学生バイト2名、
教員2名

図6 在ローマに本文化会館で発表会

 2026年度グローバルPBL（派遣）実施報告 

イタリア・ローマ建築実習B
実施期間 実施国 共同実施機関 対象 参加者 本学担当教員
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